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本研究は、中国人上級日本語学習者の学習動機づけの変化に注目し、日々変化してい

く学習動機はどういう過程を経るのか、また、その中にどのような変化の原因や要素があ

るのかを明らかにしようとするものである。動機づけ研究の先行研究を踏まえながら、学

習者の学習動機づけに影響を与える要因だけではなく、学習動機の変化のプロセスを明ら

かにすることを目指す。中国で日本語学習を開始し、日本で日本語が上級になるまで勉強

した中国人上級日本語学習者を調査協力者とし、来日前、日本語学校時期、進学した後の

三つの時期について、調査・分析を進めた。 

研究課題は以下の通りである。 

（1）来日前の調査対象者の日本語学習動機づけは何か。なぜ日本に留学すると決めたの

か。 

（2）日本語学校在学中の調査対象者の学習動機づけは何か。どのように日本語学習に取

り組んでいたか。 

（3）日本の大学に進学した後の調査対象者の学習動機づけは何か。どのように日本語学

習に取り組んでいたか。 

（4）調査対象者の三つの時期の学習動機づけの違いを比較したとき、変化をもたらした

要因は何か。変化のプロセスはどうなっているか。 

動機づけは英語の「モチベーション(motivation)」から邦訳されたものである。言語教

育における動機づけ理論には様々なものあるが、本研究では「自己決定理論」を主たる理

論背景として分析を行う。 

調査は日本の大学に進学した中国人日本語上級学習者Rを対象とし、学習動機づけの変

化のプロセスをインタビューで聞き、得られたデータを文字化した。その結果を、木下

（2007）の修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチ（M-GTA）を用いて分析し、

「自己決定理論による動機づけの構造」（櫻井 2009、他）を用いて考察した。 

考察では、自己調整の段階を６つのアルファベットで表示し、Rの学習動機の軌跡を表

示した。アルファベットはAからFで、Fは無動機に属し、BからEは外発的学習動機づけ

であり、Aは内発的学習動機づけである。 

考察の結果、研究課題 (1)、(2)、(3)、(4)に対して以下の答えが得られた。 

 

研究課題（1）  

「来日前」の段階で、R の学習動機づけの変化軌跡のモデルは A➡C➡B であった。ま

ず内的要因は、＜アニメ・ドラマへの興味＞の内発的調整（A）で初めて日本語学習の内

発的学習動機づけられた。次に、日本に留学する理由は、＜日本留学の決定＞の外的要

因の中にある。この要因の中で、R は同一化調整（C）で学習動機づけが外発的になり、

次の学習行動＜留学準備＞がつながることができた。基礎的な日本語を把握したい、留

学生活の不安を減少したいという考えから、同一化調整（C）により、外発的学習動機づ

けの中で、内在化がより内発的に進むことが分かり、＜留学準備＞することで、統合的

調整（B）であることが分かった。 
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研究課題（2）  

「日本語学校時期」の段階で、R の学習動機づけの変化軌跡は A➡C であった。来日前

と比べて、学習動機づけの変化が見られた。より内発的になった。＜優等生＞、＜積極的

日本語学習＞が要因であることが明らかになった。＜積極的な日本語学習＞という積極的

な感情を持って日本語学習することで、学習動機づけが内発的になり、その中に R 自身

の内発的調整があった。外的要因として、＜帰属感と安心感がある学習環境＞という環境

要因がある。また、日本語学校の進学対策が不足して満足できず、大学に進学する目標の

達成が必要だったため、＜進学準備＞の外的要因の中、R の同一化調整（C）が見られた。  

 

研究課題（3） 

「進学後」の学習動機づけの変化軌跡は、A➡C➡E➡Cであった。進学目標を果たし、

ようやく日本大学に進学した R は、大学一年の時期に新鮮感が満たされ＜向上させたい

日本語能力＞の内的要因があり、日本語学習の会話能力への内発的調整（A）があること

が明らかになった。しかし、進学直後の R にとってまだ学術的日本語能力が身について

いないため、＜大学の学習内容＞が違い、＜学習中の悩みの解決策＞の中で悩みを解決し

なければならなかったため、R の日本語学習の同一化調整（C）が見られた。そして大学

３年の時、大学での学習生活の新しい刺激が足りず、日本語学習へのやる気が減ったこと

で＜大学留年＞に至り、R は、卒業や失敗の回避という外的要因のため学業単位を獲得せ

ざるを得なかったことは、外発的学習動機づけの外的調整で（E）ある。これは R の日本

語学習生活全体像の中で内在化調整がもっとも外発的な時期である考える。そして現在、

R は日本語学習に向けて、＜日本語学習への新たな態度＞があり、日本語を手段として仕

事に生かすことを目標とし、学習動機づけの内在化が同一化調整（E）になったことが明

らかになった。 

 

研究課題（4） 

考察の結果からみると、R の各段階の学習動機づけは、内発的学習動機づけと外発的学

習動機づけとの構成があることが分かった。R のこれら学習動機づけの変化の要因は、各

段階で、大きく二つのカテゴリーに分かれる。それは内的要因と外的要因である。そして、

これらの要因は、R の日本語学習への取り組みの自己調整につながることが明らかになっ

た。つまり、内発的学習動機と外発的学習動機はどちらも R の日本語学習に影響があっ

た。R は各段階の開始時は内発的学習動機づけが最初に発生し、そして外発的学習動機づ

けに変化したということが明らかになった。 

今後の課題として、関連する研究を継続、蓄積することでさらに深め、研究対象の人

数を増やし、引き続き中国人日本語学習者の学習動機づけの変化とその変化に関わる要因

をより詳しく捉える必要がある。また、引き続き学習動機づけの縦断的な変化に関する続

けていきたいと考えている。 
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承諾書 

 

         調査に関わる「個人情報保護」に関する承諾書 

 

 

 私は桜美林大学大学院言語教育研究科日本語教育専攻の廖文卿と申します。現在「日本

語学習者の動機づけ」について調査しております。お忙しいところご迷惑をお掛けいたし

ますが、調査にご協力くださいますようお願い申し上げます。 

 

（1）調査は、名前、生年月日、学年、日本語学習歴等を質問しますが、研究以外の目的

では使用いたしません。 

 

（2）調査の内容について、以下の範囲において、使用させておただく可能性があります。  

 ・研究会でのシンポジュウム、口頭発表など 

 ・紀要や学会誌や修士論文など 

 

 

 

同意の上、サインをお願いします。 

何かご質問などありましたら、調査者へご連絡ください。 

 

                                           

                             署名        

                              

                             年 月 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


